
 

（第２号様式）   
令和５年４月 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立鶴見高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 11日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新学習指導要
領に基づいた
教育課程を策
定し、カリキ
ュラム・マネ
ジメントに取
り組む。 

・組織的、体系
的な授業改善
をとおして生
徒の学びに向
かう力や探究
心を高める。 

・学校行事や生
徒会活動等を
通じて、生徒
の主体性・リ
ーダーシップ
を育成する。 

①新学習指導要
領の適切な運
用に向け、カ
リキュラム・
マネジメント
に取り組む。 

②主体的・対話
的で深い学び
を実現し、効
果的にＩＣＴ
を活用して、
組織的な授業
改善に取り組
む。 

③学校行事や生
徒会活動等の
特別活動によ
り、生徒の主
体性とリーダ
ーシップの伸
長を図る。 

①選択科目等の指
導を適切に行
い、新学習指導
要領に基づく教
育課程の確実な
実施を図る。 

②探究的な学習や
日常の社会との
関連を重視した
学習を充実させ
るとともに、１
人１台端末の授
業での活用を推
進する。 

③特別活動におい
て、生徒自らが
考え工夫するな
ど能動的、積極
的に活動できる
ように導き、実
践的な態度と主
体性を伸長させ
る。 

 

①個々の生徒の進
路希望の実現に
向けた選択科目
の指導や、開講
科目の適切な配
置ができたか。 

②組織的な授業改
善 の 取 組 と し
て、効果的な ICT
利活用を実践で
きたか。また、
社会に開かれた
教育活動の実践
ができたか。 

③特別活動におい
て多くの生徒が
自 主 的 に 活 動
し、主体性とリ
ーダーシップを
発揮することが
できたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

・生徒との確か
な信頼関係に
基づいた生徒
理解に努め、
基本的な生活
習慣の確立、
社会性を育成
する。 

・生徒一人ひと
りの実態や特
性に応じたき
め細かい支援
の一層の充実
を図る。 

・ 部 活 動 を 含
め、生徒が自
主的・主体的
に活動できる
教育環境の充
実を図る。 

①全職員の共通
認識のもと、
きめ細かく粘
り強い生活指
導を通じて、
基本的な生活
習慣の確立を
図る。 

②個々の生徒の
課 題 を 共 有
し、課題解決
に向けて支援
を行う。 

 
③部活動や地域
との交流の充
実を図り、主
体 性 、 社 会
性、豊かな人
間性を育成す
る。 

①基本的な生活習
慣の確立に向
け、生徒一人ひ
とりの状況を把
握した上での指
導に取り組む。 

 
 
②課題を抱えた生
徒について情報
共有を的確に行
い、SCや SSWと
連携した支援を
行う。 

③部活動への加入
率を高め、学校
全体の活動の活
性化、豊かな人
間性を育む環境
づくりを推進し
ボランティア活
動や地域貢献へ
の意識を持た
せ、社会性の向
上を図る。 

 

①学校全体で共通
認識のもと、基
本的な生活習慣
改善に向けた指
導が実施できた
か。 

 
 
②生徒の状況に合
わせ、適切な対
応ができ、外部
機関とも連携で
きたか。 

 
③80％以上の部活
動加入率を達成
で き た か 。 ま
た、地域との交
流において生徒
個々の意識に変
化 が 見 ら れ た
か。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 11日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと
りの社会的自
立に向けキャ
リア発達を促
進させる。 

・将来に見通し
を持たせ、生
徒が希望進路
の実現に向け
た進路指導・
支援の充実を
図る。 

①ポートフォリ
オ を 充 実 さ
せ、生徒一人
ひとりの社会
的 自 立 に 向
け、キャリア
諸能力の形成
を図る。 

 
②キャリア教育
の視点から、
生徒の進路希
望の実現に向
け、系統的な
進路指導・支
援の充実を図
る。 

①ポートフォリオ
に関わる活動を
通して、生徒一
人ひとりが自己
理解を深め、成
長を実感できる
よう組織的な支
援に取り組む。 

 
②３年間を見通し
た組織的な進路
支援・指導体制
を構築する。ま
た、年間計画に
基づいた各種模
擬試験や英語の
資格・検定試験
への事前指導や
振り返り等を通
じ、生徒が希望
する進路の実現
に向けた、きめ
細かい支援の充
実を図る。 

 

①校種間で引き継
いできたキャリ
ア・パスポート
を基に、高校入
学後に作成する
ポートフォリオ
に関わる活動に
主体的に取り組
めたか。 

②大学入試制度等
について、適切
に情報提供を行
い、希望進路実
現に向けて、生
徒個々の目標設
定の振り返りや
学習計画の見直
しを通じて、生
徒に自己肯定感
を持たせること
ができたか。 

     

４ 地域等との協働 

・ コ ミ ュ ニ テ
ィ・スクール
の仕組みを通
じて、地域、
同窓会等の外
部の教育資源
を有効に活用
する。 

・外部への情報
発信を積極的
に展開し、開
かれた学校づ
く り を 進 め
る。 

①学校運営協議
会 と 連 携 し
て、地域、同
窓会、保護者
と協働した取
組を進めてい
く。 

②学校説明会や
ホームページ
の内容の充実
を図り、本校
の教育活動を
広 く 発 信 す
る。 

①学校運営協議会
と連携し、地域
に貢献する活動
を企画し実施す
る。 

 
 
②本校の教育活動
を発信できる場
面や資料の充実
を図る。 

①学校運営協議会
での協議を活か
し、地域との関
わりを持ち、能
動的な貢献活動
ができたか。 

 
②学校見学・説明
会の参加人数が
増加したか。ホ
ームページや資
料の内容の充実
を図ることがで
きたか。 

 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

・すべての職員
が学校教育目
標を目指し、
効率的、効果
的な教育活動
に取り組み、
社会に開かれ
た教育課程の
実 現 を 目 指
す。 

・職員の働き方
改革を推進す
るとともに、
事故・不祥事
の未然防止に
努め、県民か
ら信頼される
学校づくりに
努める。 

①スクール・ポ
リ シ ー の も
と、全職員が
学校教育目標
の達成に向け
て教育活動を
推進する。 

②職員一人ひと
りが事故・不
祥事防止に向
けて、当事者
意識をもって
取り組む。 

③職場の風通し
をよくし、長
時間労働を抑
制して、職員
の働き方改革
を推進する。 

 

①スクール・ポリ
シーの内容を全
職員が熟知する
とともに、社会
に開かれた教育
課程の実現を目
指す。 

②事故・不祥事防
止研修及び不祥
事防止会議を開
催し、事故を起
こさない環境を
構築する。 

③業務の効率化、
職場のペーパー
レス化を進め
る。 

①様々な機会を通
じ て 、 ス ク ー
ル・ポリシーを
周知できたか。 

 
 
 
②事故・不祥事防
止研修及び不祥
事防止会議を何
回実施したか。
不祥事ゼロを達
成できたか。 

③Teams への移行に
伴う、業務の効
率化を達成でき
たか。 

     



 

 


